
参加学生の感想文の抜粋 （女子学生）
・座談会の対話形式 女性陣を担当していたが、非常にフレンドリーな住民の方々のお陰で多くの話を伺うこと
ができた。御三方それぞれ立場が異なる(嫁いできた方、幼少期だけ居住していた方など)ため、同じ料理でも作り方や
食材調達方法が幅広く、大きな表に付箋を貼っていくため全員で共有しながら話を進められたことは非常によかった。
自身が話していなくても他の人が出した付箋を見て思い出すことも多く、比較的少人数の自由な対話だからこその派
生はより多くの思い出を共有する最善な方法のように思う。
・地元住民の人間関係の最構築 座談会や懇親会前後では、普段会うことが少ない地元住民の方々がそれぞれ再
会を喜んでいたりするなど、こういったワークショップが学生と地元住民だけでなく、地元住民同士を結ぶきっかけ
にもなり得るように思った。

気候 行事 共同作業 田畑仕事 山仕事 沼仕事 家仕事 川遊び 山遊び 家遊び 集落内遊
び

学校遊
び

1月

初詣（山ノ神）、藁の1mの
束つね雪中田植え（もら、
もみ殻）

炭焼きは一年中。白炭
（石窯、水場の近く）。沢
の湧き水
萱で俵づくり16kg

2月 ４ｍの
積雪 節分（豆は自前、切り餅） 山グルミ

3月 ウサギ採り カマクラづく

4月 4/29　春祭り（山ノ神神
社で、酒盛り） 沼の水を田に引く

鉄砲で熊を撃つ（山越
えし泊まって）、

5月
雪解け 苗床・苗代づくり

小鳥パチンコ、マヒワ、
トリモチで採る

6月 堰のドブ
サライ

7月
夏祭り、一晩中各戸を獅
子で廻る

町道沿いの木伐採、牛
車で引く。冬はソリ

エビを採
る

カジカ・イワナ採り、夜
ツキ、カンテラ棒

8月
ﾏﾂｶｻｾﾞ
ﾐが落
ちてく
る

山の道の
草刈（約
4km） エビ採り

新沼集落
と温泉旅
行

9月 山菜は個人で採取

10

月
台風・
風強い

共同の萱
場（カヤ
ノー）で
個々で萱

米の収穫→ハセガケ、ク
イガケ、ハセ場は各戸。藁
は牛の餌・敷き藁、生ご
みとたい肥（コエ塚）

11

月 初雪

12

月

24～25日、年越し、赤飯
を炊き、山ノ神神社に奉
納

雪ソリ・スキー（自作、
ふちを缶で曲げてワッ
クスを塗る）雪囲い

卓球、
夏は外
で遊
ぶ。
校庭
で。
野球、
ビーダ
マ、メ
ンコ

９月
に、
本校
（萩生
小学
校）で
運動会

大平の昭和30年～40年代の暮らしと仕事、行事と遊び・学びの思い出
月

雪下ろし
（各戸）

夏の間は畑
などが忙し
く、家内で
の仕事はあ
まりない

枯れ枝（カ
レコ）採取
薪（屋根裏
に収納、秋
の内に）

料理名 食材名 食材の確保 料理方法

正月
キノコ汁、山菜のうどん、コイ、お餅、

塩漬けのキノコ

キノコ、山菜、
うどん

、コイ、お餅、塩
山、畑、田

甘酒（コウジともち米（柔らかく炊く）） コウジ、もち米 田 甘酒はこたつに入れて作っていた

５月から６月
ドジョウ汁

ドジョウ、酒、卵 田、庭
ドジョウを酒に漬けて土を出す
とき卵と一緒に

笹巻 もち米、笹 田、畑

味噌おにぎり、
ギンブシの葉が海苔替わり、お

にぎり、味噌
田、家 握る

お祭りの料理
ジャガイモ、ニンジン、ゴボウの

煮物
畑、 煮る

ボウダラ煮 ボウダラ、砂糖、塩 購入、家
ボウダラを水に戻して、醤油、砂糖、
塩で煮る

山のアケビ 山 ・アケビの中をとって、皮を煮る

アケビ、マイタケ、味噌 山、家 ・味噌とマイタケを入れた油で揚げる

アケビ、ナス、塩 畑
・アケビの中身はナスと一緒に漬け
る

クリご飯
クリ、ウルチ米、もち米、砂糖、

醤油
山、田

・うるち米2合、もち米３合、クリの渋
をとって砂糖と醤油で味付けて炊く。

10月～冬、クジラ汁 塩漬けのクジラ、大根葉、味噌 購入、畑、家 塩漬けしたクジラを細く切る。

大根漬け 大根の白身（葉は牛の餌）、塩 畑

白菜漬け 白菜、塩 畑

樽に漬けて保管

季
節

夏

秋

季節の料理 大平女性陣

冬

春

あけび料理

熊の料理 熊肉を砂糖・味噌で煮て保存。みんなで分けて。タンノウを湯がい
て。ハシカになったり、お腹の具合が悪い時に飲む

山菜 漬けたり、干したり、
ウドは塩漬け・生、一年中保存し冬は茹でて食べる
マイタケは、茹でて酢をかけて食べる、冬に保存

野菜・自家菜園で生産
白菜・大根は、漬物として保存食用（葉っぱ漬け、たくあん漬け）

魚 新潟の方からの魚屋さんが売りに来て買う。月に3～4回。
ホッケ、サバ、カド（ニシン）、塩漬け

ウサギ汁 半日味噌で煮る。父が狩猟したウサギ肉、葉っぱ、大根、 味噌

どぶろく うるちまい・水・コウジ・イースト菌 ふとんに包んで2週間

日常の料理

ワークショップでの学生の住民への聞き取り成果



大平・萩生住民と大学生・院生の討論会（2025年10月5日午前）

大平の未来へ
若者を集める／大平の魅力発信
・古民家カフェ
・伝統料理
（研究成果を生かす、生の栗食）
・伝統資料館
・元の集落に新しい施設を

総合施設
・昔の暮らし、民具展示
・宿泊
★多様な予算、支援金の活用

エコツーリズム
新しい学びの場、
新しい旅の形

定期的な来客・
リピート、
シーズンに来る、
例：田植え体験

関係人口を増やす、関りを増やす ←→ 関係人口を増やすだけではダメ
深い関わりにどう発展させるかがポイント 例）空家や空き地、森林の活用

土地所有の問題を
解決する
→ オーナー制度
の活用

資本・金の原理ではなく、関係を深める方法

地元の人が、地元
の豊かさの再認識
が必要

大平の資源
原生のノハナショウブ湿地、多様な湿地系植物
の生息する湿地
森の中のスポット的環境（湿地、貴重植物、森、
小河川、かつての棚田、集落居住地跡、山ノ神
神社蹟）、森林のオーナー制による活用

・小規模特認校
山村留学、山村体験、

・森の学校の一つのフィールドとして活用
町民に森の大切さをアピールする

大平は飯豊町の水源の森がある
ロクロ沢（大平はかつては木地屋集落であり、

木をロクロで回して加工し、日用品を制作、メン
ツ（秋田の人から「曲げわっぱ」技術を学び
大平産メンツ→ウルシ塗は黒沢集落の塗職人へ）

★大平大学フィールド
森との暮らしを学ぶ場
学生は知の獲得と技能の体験で生きる
力を学ぶ
講師は地元住民
域学連携による学びの地域起こし
＝長崎県対馬市の「対馬キャンパス」
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